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福島県生まれ。木耐協設立
当初から技術顧問として組
合員の指導や技術開発を
行う。2007年国土交通大
臣表彰。趣味は社交ダンス

　

猛
暑
の
夏
が
過
ぎ
た
と
思
い
き
や
、

朝
晩
の
肌
寒
さ
感
は
ど
う
だ
！
暑
い

夏
に
は
寒
い
冬
が
来
る
の
だ
と
か
…
。

た
だ
、こ
の
と
こ
ろ
早
朝
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
は
心
地
よ
い
。さ
あ
、今
月
も

こ
の
回
答
集
を
め
ぐ
り
、内
容
・
趣
旨

を
確
認
し
日
々
の
実
務
に
活
か

し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
建
築
防
災
協
会
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
文
章
は
、下
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
か
ら

直
接
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
注
：
紙

面
の
都
合
上
、H
P
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
文
章
か
ら
、趣
旨
を

外
さ
な
い
程
度
に
表
現
を
変

え
て
い
ま
す
）。

「
2
0
1
2
改
訂
版 

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」の

質
問・回
答
集
の
確
認
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安斎先生技術通信11月号 の

木構造の疑問・質問にお答えします！ 安斎正弘

◎
今
号
の
テ
ー
マ

一
般
診
断
法

【
必
要
耐
力
】に
つ
い
て
の
考
察

小屋裏収納やピアノ等の
重量物を必要耐力に
どう反映すべき？　　

１ランク上の重量の建物として、
或いは精算法を用いて
実況を考慮する必要があります。

考 察
  「１ランク上」は別として、「精算法」ではこれを解決で
きません。「精密診断法1」の「建築基準法施行令に準
じて求める方法」の誤りでは？これなら各階の重量を
実況に合わせることが可能ですから対応できる筈で
す。但し「精密1」でも略算法にしか対応していないソ
フトを使用する場合で、施行令に基づく計算に近づけ
るには、先月号でも述べたように、「結果に余裕を」持た
せる等の対応が現実的ではないかと考えます。

Q22

耐力壁の偏在は配置による
割増しだけで良いか、
床剛性が低い場合は別途検討要？

必要に応じて別途の検討を
追加して下さい。

考 察
　耐力壁偏在の場合は評価の低減であって、割増で
はありませんね。また床剛性が低い場合にはゾーニン
グ等での別途検討要か？との質問ですが、この域まで
突っ込むと「精密診断」での対応になり一般診断では
なくなると思います。ただ、一般診断では精度の低さ
から結果にある程度の「安全側」的なリスク回避の対
処がなされている筈ですから、四分割の結果で判断し
ても良いのでは？　（しかしながら四分割での低減の
最低値は0.45で、偏心率での最低値は0.4と少々異な
るのが気になりますが…）。

Q24 吹抜け部分は
床面積に入れるか？
四分割法での床面積の扱いは？

どちらの場合も床面積に入れます。

考 察
　これに関する記述は、解説編P27で「見上げの面積」
とあり、資料編Ⅰ 2.3（P130）を紹介しています。ここ
で「必要耐力算出用床面積」として基準法（見下げ）と
の違いを図示しつつ解説されていますのでご覧くださ
い。これを見ると２階床部分に吹抜けがあっても、（ア）
のところで詳細な説明がなされています。また（イ）で
は２階の必要耐力算出用床面積として、小屋裏収納等
で当該（２階）床面積の1/8を超える場合として、「告示
1351号により計算した面積を加算」とありますが、こ
の1351号の中身は小屋裏収納面積a×その部分の天
井高さh÷2.1のことです。ここでh≦1.4mで、これを超
えると階とみなされ、２階建てではなく３階建て扱い
になってしまうので、要注意です。四分割については
触れていませんが、断りのない限り、同様の扱いと解
するのが良いと思います。

Q23

　

2
年
ぶ
り
に
日
本
建
築
学
会
大
会

に
木
耐
協
顧
問
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。期
間
は
8
月
30
日（
金
）か
ら
9
月

1
日（
日
）の
3
日
間
で
、会
場
は
北
海

道
大
学
で
し
た
。大
会
は
参
加
者
が
千

人
を
越
え
る
た
め
、開
催
は
大
学
の
夏

季
休
暇
中
と
な
り
ま
す
。今
年
の
8
月

の
北
海
道
は
、い
つ
に
な
く
天
候
不
順

で
、期
間
中
も
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く

の
天
気
で
し
た
。北
大
は
、札
幌
駅
か

ら
地
下
鉄
で
1
駅
の
至
近
の
場
所
に

あ
り
な
が
ら
、キ
ャ
ン
パ
ス
は
、幹
周
り

1
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ハ
ル
ニ
レ
が
刈

揃
え
た
草
地
に
点
在
し
、そ
の
間
を
せ

せ
ら
ぎ
が
奏
で
る
、す
ば
ら
し
い
自

然
・
教
育
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、ラ
イ
フ
テ
ー
マ
で
あ
る
建
築

防
火
な
ど
の
研
究
集
会
と
木
耐
協
に

直
接
関
連
す
る
木
質
構
造
の
論
文
発

表
に
出
席
し
ま
し
た
。各
テ
ー
マ
は
、

時
間
的
に
並
行
し
て
お
り
、工
学
部
で

の
論
文
発
表
か
ら
一
時
的
に
抜
け
出

し
、理
学
部
で
の
研
究
集
会
に
駆
け
つ

け
る
な
ど
、傘
を
さ
し
て
広
い
構
内
を

右
往
左
往
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　建築防火の研究集会は、「2000年以降の防火設計の実態と防火
技術の展望」でした。建築基準法の性能規定化で超高層などでの利
用が想定された大臣認定Cルートが、いわゆる構造偽装問題による
手続きの硬直化も災いし、かえってデメリットだけが目立ち、活用例
の激減により、将来研究者もいなくなると危機感を持って語られて
いました。
　これは、法第38条の大臣認定制度（サンパチ）の廃止により、多く
のサンパチ建築物が、現行性能規定と異なった手法による設計であ
るが故に、法的に既存不適格となり、用途変更・不動産売買などで不
利益をこうむっていること。また、Cルートは、各室の用途、区画などを
固定し性能評価されるので、ちょっとした間仕切り・テナントの変更
でも再評価が必要で、円滑な維持管理ができず、営業面で採用され
ないとのことです。
　私の建築指導課在職中は、丁度、超高層建築・新建材開発の走り
で、係長としてさかんにサンパチ認定を起案したことや、また、法改正
時にサンパチ制度存続を新聞に訴えたことなどを思い出しました。

木耐協
あ・れ・こ・れ

寄稿

8
月
30
日
か
ら
3
日
間
開
催
さ
れ
た
日
本
建
築
学
会
に
木
耐
協
顧
問
と
し
て
参
加
。

建
築
防
火
の
研
究
集
会
や
木
質
構
造
の
論
文
発
表
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。発
表
者
に
は

若
手
や
女
性
も
多
く
、参
加
者
も
熱
心
に
発
表
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
日
本
建
築
学
会
大
会
北
海
道
に
参
加
し
て
』

木
耐
協 

顧
問 

中
澤
守
正

木耐協顧問／管理建築士
東京都出身。昭和42年に東京大学
卒業後、建設省に入省。平成4年に建
設省住宅局住宅建設課長に就任。
退官後は木下工務店の専務取締
役、代表取締役を務める。平成17年
から木耐協顧問に就任し、組合運営
の指導や技術サポート、各自治体・団
体との連携強化を行う。趣味はテニ
スと登山。登山は、静かな東北の飯
豊・朝日連峰を、60リットルのザック
を背負って単独行を楽しんでいる。

中澤守正

　論文発表は、住宅リフォーム、木質構造の分野に参加し
ました。論文発表は、10分発表・5分質疑のサイクルで、発
表者は次々と代わります。「この発表は何時何分から」とプ
ログラムに記載されているので、聞きたいテーマがあると、
その教室に駆けつけます。
　構造は全部で23分科会、木質は構造18・19の2分科会
で、他の構造（例えば鉄骨3分科会）と質・量とも近づいてき
ました。木質構造の教室では、待機の人が廊下まで溢れ、途
中入場には苦労しましたが、発表者は若手中心、女性研究
者も多く見られました。テーマは、伝統工法、大規模木造物、
被害調査、耐震診断などです。
　大会中には、学士院会員の恩師、内田祥哉先生と廊下で
立ち話や、最終日は昔の仲間と早めに切り上げ、本場サッ
ポロビールクラシックで唇の泡をぬぐえたのは、得がたい
思い出となりました。

研究
集会

論文
発表▶

北
海
道
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス

2013年

http://www.kenchiku-bosai.or.jp/seismic/wquest.html

浮き彫りになった
Ｃルートのデメリット

木質構造の発表に
聴き入る多くの人々


